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“⾻”のない昆⾍における体内カルシウム調節機構 

岡本 直樹（筑波⼤学 ⽣存ダイナミクス研究センター） 

カルシウムは、筋収縮や神経活動など多様な⽣命活動の基盤を⽀える必須ミ
ネラルである。脊椎動物では、副甲状腺ホルモン（PTH）などの内分泌因⼦が、
“⾻”という巨⼤なカルシウム貯蔵庫を制御し、⾎中カルシウム恒常性を維持して
いる。⼀⽅、“⾻”を持たない無脊椎動物において、どのような内分泌システムが
体内のカルシウム恒常性を担っているのかは不明であった。本研究では、分⼦遺
伝学的ツールが豊富なキイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster を⽤い
て、カルシウム恒常性を調節する新規ホルモンの探索を⾏った。その結果、神経
分泌性のペプチドホルモン Capa が、体液中カルシウムの制御因⼦として機能
することを⾒いだした。さらに、Capa の作⽤機構の解析から、ショウジョウバ
エにもカルシウム貯蔵に特化した器官が存在することが明らかとなった。すな
わち、“⾻”を持たない昆⾍においてカルシウム貯蔵庫を中⼼とした内分泌システ
ムが存在することが⽰された。この内分泌システムは、⾷餌からのカルシウムが
不⾜した際に体液中カルシウムを補う役割を担っており、脊椎動物における
PTH の機能とよく似ている。 

本講演では、ショウジョウバエにおける新規内分泌因⼦の同定と作⽤機序の
解明に向けた研究アプローチを最新の研究成果をもとに紹介するとともに、今
後の研究展望についても議論したい。 
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